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軍
事
史
か
ら
見
る
伊
豆	

佐
藤
三
武
朗

　

平
成
二
十
四
年
度
軍
事
史
学
会
年
次
大
会
（
第
四
十
六
回
）
が
、
六
月
に
静
岡
県
三
島
市
に
立
地
す
る
日
本
大

学
国
際
関
係
学
部
を
会
場
校
と
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
を
見
る
と
、
伊
豆
は
軍
事
の
最
前
線
に
立
た
さ
れ
続
け
た
。
と
り
わ
け
三
島
は
、
平
安
古
道
や
鎌
倉
古
道
、

さ
ら
に
は
東
海
道
沿
い
に
位
置
す
る
た
め
、
歴
代
の
武
将
が
三
島
を
通
っ
て
戦
地
に
赴
い
た
。
源
頼
朝
、
北
条
早

雲
、
武
田
信
玄
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
な
ど
、
数
限
り
な
い
武
将
が
三
島
と
縁
を
深
め
た
。
一
五
九
〇
年
、
豊

臣
秀
吉
は
天
下
人
と
な
る
た
め
に
、
約
二
〇
万
の
兵
士
を
引
き
連
れ
て
、
三
島
を
通
り
小
田
原
城
攻
め
を
行
っ
た
。

　

外
国
と
の
関
係
で
は
、
一
八
五
三
年
、
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
が
黒
船
四
隻
を
率
い
て
、
開
国
を
迫
っ
た
。
翌
年

に
再
び
来
航
し
、
下
田
港
に
黒
船
を
停
泊
さ
せ
た
。
そ
し
て
日
米
和
親
条
約
の
締
結
に
漕
ぎ
着
け
た
。
一
八
五
六

年
、
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
が
初
代
ア
メ
リ
カ
領
事
と
し
て
下
田
に
赴
任
し
た
。
不
平
等
条
約
で
あ
る
日
米
通

商
条
約
の
締
結
を
、
幕
府
は
強
要
さ
れ
た
。
調
印
締
結
を
指
揮
し
た
井
伊
直
弼
は
、
天
皇
の
勅
許
を
得
ず
に
調
印

し
て
し
ま
っ
た
。
軍
事
史
か
ら
見
て
、
井
伊
直
弼
の
判
断
は
間
違
っ
た
行
為
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、

勅
許
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
事
態
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
締
結
を
拒
否
す
れ
ば
、
武

力
に
勝
る
ア
メ
リ
カ
は
容
赦
せ
ず
に
、
江
戸
を
攻
撃
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
幕
府
は
、
清
国
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
無
惨

に
敗
退
し
、
英
国
か
ら
莫
大
な
賠
償
を
科
せ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
武
力
の
差
は
、

歴
然
と
し
て
い
る
。

　

勝
つ
か
負
け
る
か
。
為
政
者
は
国
難
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
を
絶
え
ず
考
え
て
い
る
は
ず
だ
。
ど
う
使
命
を
果

た
し
、
国
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
か
に
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　

軍
事
は
現
実
で
あ
る
。
為
政
者
は
国
家
の
安
泰
を
第
一
義
と
す
る
。
平
和
を
志
向
し
つ
つ
、
国
家
の
威
信
が
損

な
わ
れ
た
際
の
、
窮
状
を
予
見
し
て
い
る
は
ず
だ
。
風
光
明
媚
な
伊
豆
は
、
軍
事
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
ま
た

新
た
な
興
味
を
そ
そ
る
。
の
ど
か
さ
の
影
に
、
国
を
思
う
先
人
の
苦
労
を
忍
ば
せ
て
い
る
。

	
（
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授
・
学
部
長
）


